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外部評価対象事務事業一覧（評価希望事業）

1
教育部次長
（スポーツ課）

220307
スポーツ教室開催
事業

現状維持

国が育成・普及する総合型地
域スポーツクラブが、本市に
おいて３地区で設立され、ス
ポーツ振興・地域交流に寄与
した公益的な活動を行ってい
る。
クラブが児童を対象とした教
室を開催しており、現状、市が
主催する教室が安価なため、
クラブ運営を圧迫することが
懸念される。
今後は、持続可能なクラブ推
進を図るため、市が実施する
事業を廃止し、クラブへ事業を
委託する等の方向性につい
て、外部の意見を聞きたい。

幼児の親子体操教室、幼児体育教
室、スタンツ教室、成人スポーツ教室を
実施する。

　幼児の親子体操教室、幼児体育教
室、スタンツ教室、成人スポーツ教室を
前期、後期ともに実施した。応募者多
数の場合は、初めて参加する人や前
期申込者を優先とした抽選を行い、参
加者を決定した。講座の最終日に参加
者全員にアンケートを取り、次回の教
室運営の検討資料とした。

市では、市民が運動習慣を身につける
きっかけづくりとして、運動やスポーツ
の教室を開催してきた。一方、地域に
おけるスポーツ推進のために活動して
いる三好さんさんスポーツクラブでも、
イベントや教室を開催しているが、施
設使用料、講師等への費用弁償、募
集受付等の事務費などの経費がかか
ることから参加費が高くなり、市と競合
する教室等では参加費の安い市が主
催する事業に偏る傾向がある。市が主
催している運動やスポーツの教室を三
好さんさんスポーツクラブに委託するこ
とを検討したが、現行の参加費では教
室の開催はできない旨の回答を受け
ている。

市は総合型地域スポーツクラブを立ち
上げ、年間２００万円の事業費を補助
して活動を支援する立場にある。この
ため、内容が競合するものについては
クラブの活動を優先して市の主催事業
は縮小とし、5歳児の幼児体育教室と
スタンツ教室を休止する。一方、クラブ
と競合していない2,3歳児の親子体操
教室、4歳児幼児体育教室、成人ス
ポーツ教室は、引き続き市が主催で実
施する形で整理したい。

2次評価対象とした理由 事業の概要
令和４(2022)年度に実施した具体的な

この事業のやり方、手順等

2次評価（内部評価）

現状と課題 事業担当としての意向
番号

担当次長
(主管課)

事務
事業
番号

事務事業名 今後の事業
の方向性

資料１令和５(2023)年度 第１回行政評価委員会資料
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取組
方針
No 取組方針

事
業
No

事務事業名

安心して子ど
もを産み育
て、誰もが豊
かな心をは
ぐくむまち

11
安心して子ども
を産み、育てら
れる環境にしよ
う

1 児童館等維持管理事業 こども政策課 2,000 縮小 ↑　増加 ↓　減少

平成29(2017)年３月にみよし市公共施設等総合管
理計画が策定され、その計画に基づき個別施設計
画を策定した。特に老朽化が著しい児童館の長寿
命化計画としてみよし市子育て支援施設個別施設
計画を令和元(2019)年度に策定した。 
ＳＤＧｓの取り組み：３,４

地区公共施設修繕等事業補助金は継続して実施し
ていく。

★

2 児童発達支援事業 保育課 8,833 拡大 ↑　増加 ↑　増加

・みよし市児童発達支援事業所「よつば」は定員
20人で、心身に障がいのある児童又はその疑いが
あり、療育の必要性が認められる概ね３歳から小
学校就学前までの児童に日常生活における基本的
な動作の指導、知識技能の付与及び集団生活への
適応訓練等を行う。  
・親子通園ルーム「ふたば」は、保健センターと
の連携により、発達に心配のある概ね１歳から３
歳までの就園前の乳幼児を対象に親子で通園し、
心身の発達を促すとともに、親子同士の交流を深
めてもらう。 
ＳＤＧｓの取り組み：３,４

（1）「よつば」を明知保育園から市内中央部に移
設する。 
（2) 市内保育園や幼稚園等に対しての地域の児童
発達支援を拡大していく。 
（3）児童発達支援センターの設立を行う。 
（4）医療的ケア児の対応のため看護師の配置を検
討する。 ②

★

3 発達支援教室事業 こども相談課 1,997 現状維持 →　維持 →　維持

幼児健診等事後教室（名称：のびのび教室）とし
てスタッフ（保健師・心理相談員・保育士等）
が、児の発達や関わり方について保護者の相談に
応じる。 
  
「ＳＤＧｓの取り組み：3」

適正人数で教室運営と相談に応じることができる
ように環境を整える。

★

12

心豊かな子ども
を育てよう 1 教育支援事業 学校教育課 37,708 現状維持 →　維持 →　維持

児童の小学校入学前に身体面・知能面を検査し、
客観的資料を基に一人ひとりを把握し、適正な就
学・教育支援を図るため、就学予定の小学校で健
康診断と知能検査を行う。 
  
本市在住の肢体不自由児が豊田市立豊田特別支援
学校へ就学するため、豊田市に応分の協力金を支
払う。 
  
【ＳＤＧｓの取り組み：３、４】

豊田特別支援学校協力金については、本市単独で
養護学校を配置することは困難であるため、今後
も豊田市に対して協力金を支払っていく。

★

2 給食配送事業
学校給食セン

ター
33,634 現状維持 →　維持 →　維持

給食を効率的かつ安定的に配送するため、給食配
送業務を実施する。 
  
「ＳＤＧｓの取り組み：３，４，８，１２」

引き続き、給食配送業務を実施し、給食を効率的
かつ安定的に配送していく。

★

文化に親しみ、
交流が盛んなま
ちにしよう

1 友好都市議員研修事業 議事課 363 現状維持 ↑　増加 →　維持

友好都市(北海道士別市・長野県木曽町)を議員が
訪問することにより、自己の政策形成能力を養
い、市政の施策に寄与するとともに、相互の交流
を図ることを目的とする。 
「ＳＤＧｓの取り組み：17」

今後も引き続き研修を実施し、友好都市との交流
を深める。

★

2 文化事業委託事業 生涯学習推進課 5,087 現状維持 →　維持 →　維持

春の文化展、文化祭(秋）、公募美術展を文化協会
に委託して実施している。 
  
春の文化展　     5月 
文化祭        　11月 
公募美術展　　　12月 
 ＳＤＧｓの取り組み：4,17 

親子参加型の事業や生涯学習講座を通じて、文化
協会の新たな会員の発掘に努めていく。 

★

3 有形文化財保存活動支援事業
歴史民俗資料館 930 現状維持 →　維持 →　維持

①市指定有形文化財の所有者及び管理者（以下
「文化財管理者」という）と協働して、これを良
好な状態で保存するため、文化財管理者の活動を
支援する。 
②昭和56(1981)年に山車３台（うち１台は平成
16(2004)年11月解除）、昭和58(1983)年11月に金
比羅宮、平成23(2011)年８月に石川家住宅が、そ
れぞれ有形文化財に指定された。 
③平成27(2015)年12月13日にあいち山車まつり日
本一協議会が設立された。 
SDGsの取組み：３,４,11

①文化財管理者が、良好な状態で維持保存する取
組を継続することが、当該文化財の保存につなが
るものであり、現在の水準を維持する。 
②未指定の文化財も含めた、市内の文化財全般の
活用を視野に入れた保存計画の策定を検討する必
要がある。

★

健康で生き
生きと暮らせ
るまち

21

豊かに暮らせる
ようにみんなで
助け合おう

1 在日外国人福祉給付金支給事業
長寿介護課 50 現状維持 →　維持 →　維持

日本に在留する外国人で、国民年金の給付を受け
ることができないものに対して、在日外国人高齢
者福祉給付金を支給することにより、当該外国人
の福祉の増進を図ることを目的とする。 
国民年金に加入することができなかった当該外国
人に、月額10,000円を給付する。 
  
【ＳＤＧｓの取組：３】

今後も継続して事業実施予定であるが、対象者が
100歳になった時点で事業廃止する方針で考えてい
る。

★

22

生涯にわたって
健康に暮らせる
ようにしよう

1 栄養改善事業 保険健康課 535 現状維持 ↓　減少 →　維持

地域における生涯を通じた食育推進の担い手とし
て、食生活健康推進員の養成及び育成を行い、地
域の健康づくり活動を進める。 
また、地域ボランティア組織｢みよし市食生活健康
推進員会｣に補助金を交付し、健全な食生活を実践
することができる食育活動の取り組みに対し支援
を行う。 
  
「ＳＤＧｓの取り組み：3」

健康づくりには、食生活が大きく影響しており、
普及啓発のための食生活健康推進員を養成するこ
とが必要である。また活動を活性化させるために
も補助金の交付の継続は必要である。コロナ禍に
より調理実習を含む活動ができなかったが、サン
ライブ等の調理室を活用し、調理実習を含めた活
動を実施していく。行政改革を進めることで、
SDGsターゲット「3．d すべての国々、特に開発
途上国の国家・世界規模な健康危険因子の早期警
告、危険因子緩和及び危険因子管理のための能力
を強化する」につながる。

★

安全で安心
して暮らせる
まち

31

地域で支え合
い、災害に強い
まちをつくろう

1 防災意識普及啓発事業 防災安全課 8,493 現状維持 ↓　減少 →　維持

東海地震や東南海地震の発生が危惧される中で、
市民の防災への関心はまだまだ低い。 
そのため、防災マップの作成、防災講演会、防災
リーダー養成講座を開催し、市民自らが自分の身
は自分で守る意識を高めるための啓発を行う。 
毎年度およそ2,000世帯の増加が見込まれるため防
災マップを増刷する。 
ＳＤＧｓの取り組み：10、11、17

防災に関心がなく、市の啓発活動にも関心を示さ
ない市民に対して防災意識を高める方法を探す必
要がある。 
令和５(2023)年度より名称を「自助・共助力向上
事業」に変更する。

★

今後の事業の方向性、改革・改善案
（四角枠は、各課が事業として選定した理由）

備考

 外部評価対象候補事務事業一覧（施策体系表）【52事業】

≪表の見方≫
　外部評価対象候補事業として、令和４(2022)年度市民意識調査の結果、「令和４(2022)年度　満足度・重要度の散布図」(資料2-2 P.15)の「Ｃ」の領域にある取組分野のうち、特に
満足度が低い事務事業に候補を絞りました。（観光・魅力発進、地域活力、市街地整備、土地利用、行政改革・行政評価 (商業は該当事業なし)）
　また、今年度は各課で１つ以上事業を選定させていただきました。備考欄に「★」をつけたものが対象となります。

　表中で、事務事業名等が網掛けしてある事務事業については、次の①及び②のいずれかに該当しており、評価の対象にそぐわない事務事業と考えられます。
　網掛けのない事務事業の中から優先的に外部評価対象事務事業を選定していただきたいと考えています。ただし、網掛けの事務事業はあくまで評価の優先度が低いと考えられるもの
でありますので、対象候補としていただいても構いません。
　表中の「備考」に表記されております①～②については、下記の説明のとおりです。
　　　①　令和５(2023)年度当初予算のない事業
      ②  過去３年間に外部評価対象事業として選ばれた事業

　　※「今後の事業の方向性」欄は、「拡大」「改善」「維持」「縮小」「廃止・休止」の５段階で表示

　

第２次みよし市
総合計画基本計画

事務事業

所属
Ｒ５(2023)
当初予算額
（千円）

今後の
事業

方向性
※１

事業概要
コストの
方向性 成果の方向性

資料２－１
令和５(2023)年度 第１回行政評価委員

会資料(R５.7.10)

事業の方向性について外部の意見を取り入れたい

事業の方向性について外部の意見を取り入れたい

児童発達支援センターの設立をはじめ、児童発達支援

策の拡大が急務であり、外部委員の意見も聞きたいた

め。

事業の方向性について外部の意見を取り入れたい

事業を統廃合するための意見を取り入れたい

事業の方向性について外部の意見を取り入れたい。

事業を統合したいので、意見を伺いたい。

物価高騰などに伴う補助の拡大を求める声もあり、

意見を聞きたい。

令和８年度をもって事業廃止する方針であるがその

ことについて、外部の意見も取り入れたい。

事業の方向性について外部の意見を取り入れたい

防災に関する意識を高め、各家庭における自助力の

向上を図るために、近年は毎年マップ等を作成し全

戸配布している。
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取組
方針
No 取組方針

事
業
No

事務事業名

今後の事業の方向性、改革・改善案
（四角枠は、各課が事業として選定した理由）

備考　

第２次みよし市
総合計画基本計画

事務事業

所属
Ｒ５(2023)
当初予算額
（千円）

今後の
事業

方向性
※１

事業概要
コストの
方向性 成果の方向性

2 住宅・建築物安全ストック形成事業
都市計画課 7,039 現状維持 →　維持 →　維持

昭和56(1981)年5月以前の旧耐震基準で建築された
建築物については、大規模な地震による倒壊の危
険性が高いため、耐震診断及び耐震改修工事等に
ついて補助金を交付し、市全体の耐震化を促進す
る。 
また、既存建築物に露出して吹き付けられている
建材のアスベストについて、含有調査及び除去費
用に対して補助金を交付する。 
  
「SDGsの取組：9,11,13」

住宅以外の一般建築物（店舗・幼稚園など）の施
設に対しても耐震化を促進するため、補助対象を
さらに広げる必要がある。

★

魅力と活力
があふれる
まち

41

工業のさらなる
成長を支えよう 1 商工業活性化補助事業 産業振興課 30,000 改善 →　維持 ↑　増加

市の経済振興と市民生活の向上を図るには、市内
において商工業の活性化を推進することが不可欠
であり、そのためには、市内の商工業者による積
極的な事業への取組みに期待する部分が大きい。 
そこで、市としては、そのような商工業活性化事
業に取組む商工業者に対し、補助金を交付し、そ
の支援を行うものとする。 
「SDGsの取り組み：8、9」

今後も継続して商工業の活性化のため、補助制度
を実施する。 
補助事業や補助率の検討を行い、補助金要綱の改
正を行う。

★

42

まちのにぎわい
や魅力を生み出
そう

1 市民活動センター管理運営事業
協働推進課 18,808 現状維持 ↓　減少 →　維持

分庁舎「市民活動センター」の管理運営 
１階 
　(1) 市民活動サポートセンター 
　(2) 多文化共生センター 
　(3) 愛知県衣浦東部保健所みよし駐在 
　(4) 倉庫 
２階 
　(1) ふたば 
　(2) 会議室 
「ＳＤＧｓの取り組み：４，１０，１７」

市民活動団体の活動の支援と推進の観点から、引
き続き市民活動センターとして管理運営する。

2 明知下ふるさとふれあい広場管理事業
協働推進課 329 現状維持 →　維持 →　維持

みよし市地域ふるさとふれあい施設条例第４条規
定に基づき、明知下ふるさとふれあい広場の維持
管理を行っている。 
「ＳＤＧｓの取り組み：３，１７」

公の施設としての適切な管理が必要となる。 
平成31(2019)年4月に基本協定を締結、今後も年度
協定に基づき指定管理を行っていく。 
令和５(2023)年度が基本協定の最終年度のため、
令和６(2024)年度からの基本協定の締結を行って
いく。

3 行政区活動事業 協働推進課 116,922 現状維持 →　維持 →　維持

行政区の自治活動の育成及び円滑な活動の推進を
図るため、行政区一括交付金、行政区等運営費補
助金及び地区公共施設修繕事業補助金などの交付
や区長会等を開催することで行政区等の支援を実
施する。 
「ＳＤＧｓの取り組み：３，７，１０，１１，１
４，１５，１６，１７」

補助金の見直しにより、行政区活動事業補助金の
一部を行政区一括交付金へ統合を行ったが、今後
も今ある一括交付金制度を行政区の自主的な事業
や活動に対して、柔軟に対応できる制度に見直し
を続ける必要がある。

4 市民憲章推進事務 協働推進課 166 現状維持 →　維持 →　維持

市民憲章の普及啓発として、町民憲章策定（昭和
50(1975)年3月）とともに事業化されてきた。 
市民憲章推進会議による、啓発と憲章の実施。 
「ＳＤＧｓの取り組み：３，４，５，８，１０，
１３，１４，１５，１６，１７」

市内中学生との協働により得たアイデアを基に、
みよし市民憲章推進会議における意見を踏まえ、
新たな啓発品の選定や周知方法について検討を行
う。

★

5 コミュニティ広場管理運営事業
協働推進課 30,249 現状維持 ↑　増加 →　維持

スポーツや地区コミュニティ活動を通した市民の
健康と体力づくりの場、地域の交流と連携を深め
る拠点として広く市民や地域に利用され、利用者
が安全かつ快適に使用できるよう施設環境整備の
維持管理をする。 
  
「ＳＤＧｓの取り組み：３，１７」

各地区コミュニティ広場は、設置から相当年数経
過しており老朽化がみられるため改修等が必要で
あり、今後も市が管理する施設として適正な維持
管理を行っていく。 
また、公共施設等の総合管理計画の見直しに伴い
コミュニティ広場の施設としての位置づけを確認
する必要がある。

6 地区コミュニティ活動推進事業
協働推進課 3,052 現状維持 →　維持 →　維持

平成24(2012)年度に地区コミュニティを６地区か
ら８地区へ小学校単位に再編したことにより、西
部と南部地区コミュニティ以外の６地区のコミュ
ニティは、新設又は構成行政区が変更されたこと
となった。 

コミュニティ推進協議会による地域活動の展開
を視野に、コミュニティリーダーの育成とコミュ
ニティ事業への活動補助を中心に事業展開を図っ
ている。 
「ＳＤＧｓの取り組み：３，１１，１７」 

地域自治制度のあり方を検討する中で、第一段階
（短期目標）の学区とコミュニティの同一が実現
したことにより、第二段階（中期目標）として小
学校区単位というスケールメリットを活かした地
域コミュニティによる協働によるまちづくりに向
けた事業展開の可能性について検討する。

7 地区拠点施設整備事業 協働推進課 0 改善 ↑　増加 ↑　増加

行政区の枠を越えた地区拠点施設を、おかよし地
域、なかよし地域、みなよし地域、きたよし地域
を単位として整備する。 
「ＳＤＧｓの取り組み：３，７，10，11，17」

将来を見越したより利便性の高い施設を整備する
ために、学識経験者や利用者等の意見を聞き、利
便性の高い施設になるようみよし市地区拠点施設
整備協議会で検討をしていく。 
  
《みなよし地域》 
R2(2020)；ワークショップ 
R3(2021)～R4(2022)；基本設計及び実施設計 
R5(2023)～R6(2024)：建設工事

①

8 おかよし交流センター管理運営事業
協働推進課 14,371 現状維持 →　維持 →　維持

地域の公益活動の拠点となる行政区の範囲を越え
た市民活動施設として、おかよし交流センターを
管理運営していく。 
「ＳＤＧｓの取り組み：３,７，11，17」

管理運営について、地域活動団体の代表などから
意見を伺い、管理運営の方針を検討する必要があ
る。

9 観光協会補助事業 産業振興課 0 統合 ↑　増加 →　維持

観光事業団体への助成を行うことにより、市の観
光事業の推進を図る。 
伝統ある祭りや新しい祭りを充実させ、観光イ
メージの向上と定着を図る。 
「SDGsの取り組み：17」

三好大提灯まつりで掲出される大提灯の大きさが
世界記録に認定された。観光資源として有効的に
活用することで、地域の活性化や市の認知度向上
につなげる。 
みよしの魅力をPRし、企業に対し観光事業への更
なる理解、協力を求めていく。 
また、三好池まつりについては、協賛席の設置を
検討していく。 
令和５(2023)年どより観光総務事務と統合する。 
  
265・観光振興事業（旧・観光総務事務）

①

10 観光振興事業 産業振興課 71,724 改善 →　維持 →　維持

みよし市観光行政に係る事務費 
・愛知県観光協会への負担金 
・観光事業関連旅費 
・観光事業に要する機器の維持管理費 
・西三河観光協議会への負担金 
「SDGsの取り組み：17」

引き続き、市内外への広報や観光資材の管理を行
い、県観光協会や西三河市町との連携を図り、み
よし市の観光について、既存の魅力の掘り起こし
を含めてＰＲしていく。 
西三河１０市町が西三河地域の観光を効果的に発
信していくため、共同で観光情報発信サイトを運
営し、観光事業を広域的、一体的に実施してい
く。 
令和５(2023)年より、観光協会補助事業と統合す
る。 

事業の方向性について外部の意見を取り入れたい

市内の中小企業が商工業の振興のために今後も

広く活用することになる当補助事業について、より

適切に、かつより商工業の発展に資するものとす

るために、どのように改善していくのよいか、外部

の意見を取り入れたい。

市民憲章の周知に向けた方向性について外部の意

見を聞きたい。
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11 ビジターセンター管理事業
産業振興課 3,026 現状維持 →　維持 →　維持

市の北の玄関口である「三好ケ丘駅」駅前の活性
化とにぎわいの創出を目的に、みよし市ビジター
センターをカリヨンハウス１階に設置し、本市を
訪れた方や市民に対し本市の産業や観光をＰＲす
るとともに、市民ギャラリーとして開放すること
で市民交流の場を提供する。 
「SDGsの取り組み：17」

ビジターセンター単独での利活用検討以外にも、
カリヨンハウスもしくは駅前再構築としての在り
方として検討が必要

②

43

地域の農業を守
り、次代につな
げよう

1 農業用低圧ポンプ運営補助事業
産業振興課分室 2,196 統合 →　維持 →　維持

みよし市内におけるポンプ運転に掛る費用に対し
て補助を行う 
 ポンプ場　10箇所 
　・土地改良事業（県費） 
　　用水機械維持管理事業 
　　県費30％・市費40％・地元30％ 
  
みよし市土地改良事業等補助金交付要綱　第6条 
　　　（土地改良事業・県費(6)） 
「SDGｓの取組：2」

農業経営の安定のために、現状の農業支援を継続
する

★

自然環境を
守り未来へ
つなぐまち

51

緑を守り育て、
まちを美しくしよ
う

1 緑化指定地区保全事業 公園緑地課 1,225 現状維持 →　維持 →　維持

各行政区に存在する里山や鎮守の森の保全を目的
に、行政区主催による樹木保全活動を支援する。 
  
要綱改正により報奨金を改正した。 
緑化指定面積×２５円/㎡ 
「ＳＤＧｓの取り組み：１５，１７」

市の自然環境の保全を図るためには、各行政区に
存在する里山や鎮守の森の保全が必要となるた
め、今後も本事業を継続し、緑地保全に努めた
い。

★

快適で暮らし
やすいまち

61

生活の基盤が
整ったまちをつく
ろう

1 地籍調査事業 道路河川課 9,858 現状維持 ↓　減少 →　維持

土地の正しい位置や形状などの調査を行い現地調
査で確認した境界標識の測量を実施。現状に合っ
た地籍図及び地籍簿を作成のうえ、愛知県知事の
認証を受け、法務局備付けの地図と登記事項の修
正を行う。 
また、土地区画整理事業、土地改良事業等の国土
調査法第19条第5項の指定を受けた区域と併せて成
果を数値情報化し成果の交付を行う。 
「ＳＤＧｓの取り組み：11」

・地籍調査事業の成果は、土地利用に関する諸計
画の立案や策定、また、公共事業に伴う用地買
収・用地確認などの基礎資料として広範囲に利用
されている。 
・地籍調査が完了した地区については、災害等に
より現地の境界杭が消失した場合でも、正確に復
元することができ、復旧・復興事業の実施を速や
かに着手することができるため、今後も継続して
地籍調査事業を進めていく。

2 都市計画決定事務 都市計画課 3,773 現状維持 ↓　減少 →　維持

市長の諮問に応じ都市計画に関する事項について
調査審議を行う。 
また、愛知県の都市計画に関する事項について調
査審議を行う。「SDGsの取組：9,11,13,15」

一定の成果が得られているため、継続して実施し
ていく。

3 都市計画基本図作成事業
都市計画課 3,605 現状維持 ↓　減少 →　維持

都市計画基本図の作成 
都市計画図の印刷 
・都市計画図（1/10,000・1/25,000) 
・白図（1/10,000・1/25,000) 
  
「SDGsの取組：11」

地理情報システム（ＧＩＳ）が導入され、新たな
地図利用業務への展開や住民に向けた情報発信等
共有データの広域的活用を図る。
都市計画の変更や著しく変化のあった箇所等につ
いて適宜一部修正を実施する。

4 都市計画基礎調査事業 都市計画課 3,500 現状維持 →　維持 →　維持

都市計画法第6条に基づき、県が都市計画に関する
基礎調査を行うため、市町村は資料の提出や必要
な協力を行う。 
  
「SDGsの取組：11,15」

県都市計画基礎調査要綱に基づき、現状及び将来
の見通しについての各種調査を行うもので、都市
計画行政の指針とする。

5 まちづくり土地利用条例手続事務
都市計画課 121 現状維持 →　維持 →　維持

まちづくり土地利用条例に基づく小規模開発事業
の手続き及び特定開発事業の手続・基準の審査等
を行い、必要な助言・勧告及び行政命令等を行な
う。 
  
まちづくり審議会 
　委員５名（弁護士、大学教授） 
  
「SDGsの取組：11,15」

一定の成果が得られているため、継続して実施し
ていく。

62

便利で快適な住
環境をつくろう 1 区画整理指導・支援事務

公園緑地課 26 現状維持 →　維持 →　維持

土地区画整理組合及び準備委員会に対し、指導・
支援を行う。 
「ＳＤＧｓの取り組み：１１」

三好中部特定土地区画整理事業は、平成27(2015)
年4月に仮換地指定が行われ、平成27(2015)年度よ
り工事等本格的に事業推進されており、令和5年3
月に解散認可となった。土地区画整理事業が未実
施の地区についても、事業推進に向けて市として
も指導・支援を行っていく。

2 地区計画区域内施設整備事業
道路河川課 141,813 現状維持 →　維持 ↑　増加

三好中島地区計画　地区施設整備事業 
　対象地区施設：調整池 
「ＳＤＧｓの取り組み：９，11，12，13」

調整池築造工事に着手し、早期に浸水被害の防止
を図る。

まちづくりの
進め方

73

効果的・効率的
で安定した行財
政運営

1 行政改革推進事務 企画政策課 232 現状維持 ↓　減少 →　維持

本市の行政改革の基本的な方針である「行政改
革大綱」に基づき、効果的で効率的な行政運営を
するため、行政改革を推進する。 
  
「 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の 取 り 組 み ：
1,2,3,4,5,6,7,8,9,10,11, 
12,13,14,15,16,17」

職員一人ひとりが、市民の視点に立ち、コスト
意識と成果志向に撤して職務を遂行する風土を醸
成し、職員の意識改革を高める。

2 行政評価システム事業 企画政策課 572 現状維持 →　維持 →　維持

行政評価実施要綱に定める実施方針に基づき、
事務事業評価や施策評価を実施することにより、
Plan(計画)－Do(実施)－Check(評価)－Action(改
善)のマネジメントサイクルを確立し、効果的・効
率的で安定した行財政運営を推進する。 
「 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の 取 り 組 み ：
1,2,3,4,5,6,7,8,9,10,11, 
12,13,14,15,16,17」

効果的・効率的で安定した行財政運営を推進す
るため、今後も継続して事業を実施する。

3 電子自治体基盤管理事業
デジタル化推進

室
29,429 現状維持 →　維持 →　維持

地方公共団体間相互のコミュニケーションの円滑
化、情報の共有による情報の高度利用等を図るこ
とにより、各地方公共団体と国の各省庁等、市民
との間の情報交換手段の確保のための基盤とする
ことを目的として運営する総合行政ネットワーク
（ＬＧＷＡＮ）及び庁内ネットワークを安定的に
運用する。 
  
ＳＤＧｓの取り組み：8，9

730203あいち電子自治体推進協議会システム運用
事業を令和４（2022）年度から統合。マイナン
バー制度等の運用に必要なセキュリティや信頼性
を確保しつつ、基盤の機能性及び拡張性を強化
し、安定し利用しやすいサービス提供が継続でき
るネットワーク基盤の構築を行う。

4 庁内統合型ＧＩＳ整備事業
都市計画課 2,175 現状維持 →　維持 →　維持

統合型ＧＩＳの活用により、質の高い行政サービ
スの実現、業務の効率化・高度化、新たな地図利
用業務への展開や共有データの広域的活用を実現
させる。 
  
「SDGsの取組：9,11」

統合型ＧＩＳの活用により、質の高い行政サービ
スの実現、業務の効率化・高度化、新たな地図利
用業務への展開や共有データの広域的活用を実現
させる。 
また、公開型ＧＩＳの活用により、蓄積・管理さ
れた情報を地図上に展開して住民に公開すること
で、行政と住民との双方向のコミュニケーション
を実現する。

5 ＩＣＴ推進事業
デジタル化推進

室
32,945 拡大 ↑　増加 →　維持

様々なICT技術を活用し情報を効率的に処理し、庁
内全体の事務負担を軽減する。 
  
ＳＤＧｓの取り組み：8,9

令和４（2022）年度に策定した、行政手続オンラ
イン方針により電子申請を、デジタル人材育成計
画により人材育成を進める。デジタルツールの活
用は、各課にデジタル専門員を配置し、集中的に
育成し、より専門的な知識が必要となるkintone、
RPAは専門業者と伴走型支援することで各課の積極
的な活用を推進する。

6 ふるさと納税返礼品ＰＲ推進事業
財政課 28,522 現状維持 →　維持 ↑　増加

ふるさと納税制度による返礼品の拡充及びイン
ターネットによる寄附の利用促進のためのポータ
ルサイトを活用してふるさと寄附金をＰＲしてい
く。 
  
「ＳＤＧｓの取り組み：９，１７」

・新たな返礼品を開発していく。 
・新たなポータルサイトを通し、みよし市にふる
さと納税をしていただけるようＰＲ媒体を増やし
ていく。 ★

②

②事業を統合するための意見を取り入れたい。

（土地改良補助事業と統合）

事業を統廃合するための意見を取り入れたい

事業の方向性について、外部の意見を取り入れたい
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7 広報みよし発行事業 秘書広報課 13,993 改善 ↑　増加 ↑　増加

・毎月１日に広報紙を発行し、全世帯へ配布。 
・全ページカラー印刷 
・ＤＴＰ(Desk Top Publishing)により職員が版下
データまでを作成し、印刷製本を発注している。 
・発行した広報を多言語に対応した翻訳機能付き
アプリを活用してより多くの市民に情報を提供す
る。 
  
ＳＤＧｓの取り組み：17

・広報紙の内容や紙面構成を工夫し、文書表現や
レイアウト力の技術向上を図る。 
・インターネットを活用した広報活動をより充実
させる必要がある。また多文化共生社会における
外国人向けの市政情報を翻訳して、多くの情報を
提供することが必要である。 
・紙媒体だけでなく、ＳＮＳなどを利用した電子
媒体での情報発信を充実させる必要がある。 
・広報紙配布業務の民間委託を検討する必要があ
る。

★

8 職員研修事業 人事課 8,145 拡大 →　維持 ↑　増加

【職員研修体系】 
１一般研修（階層別、管理職、体験研修） 
２特別研修（専門、一般教養、人事評価、視察、
会計事務研修） 
３派遣研修（自治大学校、市町村アカデミー、民
間等団体主催、 
　実務研修生等派遣研修） 
４自主研修（自主研究活動助成、通信教育助成） 
５職場研修（ＯＪＴ） 
「ＳＤＧｓの取組　５，８，９」

これからのまちづくりに求められる職員を育成
するために、みよし市人材育成基本方針に基づ
き、職員の職位・職務に応じた研修を計画・実施
していく。 

市主催研修での内部講師育成のために有効な研
修メニューもさらに充実させていく。なかでも、
市民の思いや希望を形にできる職員を育成するた
めに、政策形成能力研修について強化していく。

★

9 個人・法人市民税課税事務
税務課 27,331 現状維持 →　維持 →　維持

【個人市民税】 
毎年1月1日現在、みよし市に在住し、前年所得

のある人に対し、個人住民税を賦課する。 
  
【法人市民税】 

みよし市内に事業所を有する法人の申告納付に
基づき法人市民税を賦課する。 
  
【SDGsの取組】17

毎年実施される税制改正に対して確実に対応し
て適正な課税を行う。 
公正な課税の実施によりＳＤＧｓターゲット
「17.14 持続可能な開発のための政策の一貫性を
強化する 
」につながる。 ★

10 滞納整理事業 納税課 7,114 現状維持 ↑　増加 →　維持

市税を納期限までに納付しない滞納者に対し、滞
納整理を行うとともに、納付意思の希薄な滞納者
等に対しては、滞納処分を実施する。 
「SDGｓの取り組み：17」

転出・転居の手続きで来庁する滞納者に、未納税
があればその場で対応する。 
また、個人市県民税のうち給与所得者に対して
は、普通徴収から特別徴収への切り替えを推奨す
る。 
早期の催告や財産調査、納付相談や差押などを行
い、高額滞納とならないよう滞納管理を徹底す
る。 
令和４(2022)年度から愛知尾三地区滞納整理機構
を設立し、豊明市、日進市、東郷町と連携を密に
し、悪質で納付意思の希薄な滞納者に対して滞納
処分を行い、税の公平性を確保する。

★

その他 その他（体系外） 1 政策調査研究事務 企画政策課 1,561 現状維持 →　維持 →　維持

時事通信社のインターネット情報行政サービス
「iJAMP」や各行政情報誌等を通じて、政府及び都
道府県、全国市町村のまちづくりに関する情報を
入手し、本市のまちづくりに役立てる。 
  
「ＳＤＧｓの取り組み：8,9,11,17」

今後の市の政策を検討するうえで必要なため継続
して実施する。

★

2 表彰事務 秘書広報課 172 現状維持 →　維持 →　維持

市表彰者を決定するため、表彰審査委員会を開催
する。また、叙位・叙勲の事務や愛知県表彰条例
に基づく表彰者の推薦等の事務を行う。 
  
「ＳＤＧｓの取り組み：１６」

表彰要件に変更がないため、引き続き、表彰事務
を進めていく。

★

3 文化の日記念式典事業 秘書広報課 1,656 統合 →　維持 →　維持

毎年１１月初旬に「文化の日記念式典」を開催
し、市政の発展や住民の福祉の増進に貢献し、そ
の功績が顕著な方をに対して表彰を行う。 
  
「ＳＤＧｓの取り組み：１１」

今後、「表彰事務」と統合を予定。

★

4 新年あいさつ会事業 総務課 122 現状維持 →　維持 →　維持

新年を迎えるにあたり新年あいさつ会を開催する 
  
「ＳＤＧｓの取り組み：１２」

新年を迎え一堂に会する場として今後も継続して
提供していく。

★

5 戦没者追悼式開催事業 福祉課 802 現状維持 →　維持 →　維持

本市には、330柱の英霊があり、これらの英霊に対
し、追悼の誠を捧げ、今日の平和を恒久のものと
して、後世そして若き世代に継承していくため、
「平和の式典」として、追悼式を挙行する。 
  
「ＳＤＧｓの取り組み：１７」

英霊に対する追悼と恒久平和の啓発のため、式典
の内容等を見直しつつ継続実施していく。

★

6 狂犬病予防事業 生活環境課 1,670 現状維持 ↓　減少 ↑　増加

・狂犬病予防法に基づき下記の事務を実施する。 
①犬の登録事務 
②犬の鑑札再交付事務 
③狂犬病予防注射済票の交付事務 
④狂犬病予防注射済票の再交付事務 
⑤犬登録管理システムの管理 
「ＳＤＧｓの取り組み：３」

・犬の適正管理により、狂犬病予防注射接種率の
向上が図る。 
・令和４(2022)年６月１日より、犬猫等販売業者
については犬又は猫へマイクロチップの装着義務
化。一般の飼い主等は努力義務。 
・令和５(2023)年度から鳥獣捕獲等許可事務及び
犬・猫避妊等手術費補助事業と統合し、名称を動
物愛護管理事業とする。 

★

7 相談事業 市民課 3,718 改善 →　維持 →　維持

市内在住在勤の住民を対象に、悩みごと、心配ご
となどの解消や軽減ができるよう、専門家による
助言や専門機関への案内等をすることで、安心で
豊かな生活環境の実現を目的として実施する。 
保育園・小中学校や地域住民を対象に、人権啓発
事業を実施する。 
  
ＳＤＧｓの取り組み：１,５，８,１０,１６,１７

法律相談のキャンセル待ち解消、最近増えている
相続税、贈与税などの相談に対応するため、特設
税務法律相談を令和４(2022)年度から増設した
が、今後もニーズに合わせた相談事業の検討が必
要である。 
広報みよしに連載している「人権コーナー」を元
にリーフレットを作成し市内の公共施設への設
置、学校に配布することで人権啓発を推進する。 
相談の多様化に対応するため、国が開設を予定し
ているインターネットで行政相談を受付けるため
の専用サイトを積極的に活用できるよう調整す
る。

★

8 土木積算システム維持管理事業
道路河川課 1,922 現状維持 →　維持 →　維持

土木積算システム維持管理 
事務費 
　旅費 
　需用費 
　負担金 
「ＳＤＧｓの取り組み：８，９，10，11，12」

愛知県の積算システムを使用し、適正な積算を行
う。

★

広報紙配布業務を外部委託し、ポスティングの導入

を検討することについて外部の意見を取り入れたい

今後の研修事業の充実を図るため、計画・実施して

いくうえでの外部の意見を取り入れたい。

システム標準化の準備を行うため。

今後の事業の方向性について、外部の意見を聞き

たい。

事業内容の精査のため。

当事業を「文化の日記念式典事業」と統合したい

当事業を「表彰事務」と統合したい

実施するうえで外部の意見を参考にしたいため。

これまでの戦没者遺族を主体とした追悼事業から、

戦争の悲惨さや平和の尊さを後世へ伝えていく事

業内容へと変更を図りたいと考えている。外部の意

見をお聴きしたい。

狂犬病予防法に基づき実施している事業であるが、

別で、犬及び猫の避妊手術又は去勢手術に対し、

登録団体に補助をおこなっている。

今後も必要な事業（補助）であるか。

事業の方向性について外部の意見を取り入れたい。

事業を統合するための意見を取り入れたい。
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１．調査の概要 

 

■調査目的 

第２次みよし市総合計画の基本計画が令和５（２０２３）年度に中間年を迎えるにあたり、本市が

実施している取組に対する市民の満足度や重要度、これからのまちづくりに対する市民の意識を把握

し、後期基本計画の検討にあたっての基礎資料とすることを目的として、市民アンケートを実施しま

した。 

 

■調査対象 

１８歳以上の市民から無作為に２，５００人を抽出 

 

■調査方法 

郵送による配布・回収（インターネット回答も併用） 

調査票配布後に礼状兼督促状を送付 

 

■調査期間 

令和４（２０２２）年１０月２４日（月）～１１月１５日（火） 

※インターネット回答は１１月３０日（水）まで 

 

■回収状況 

配布数 回収数 回収率 

２，５００ １，１２１ ４４．８％ 

  内
訳 

郵送 ７６１ ３０．４％ 

インターネット ３６０ １４．４％ 

 

■調査項目 

①定住に関する意識について 

②取組の満足度及び重要度について 

③今後のまちづくりに対するニーズについて 

④まちづくりへの参加について 

⑤その他について 
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２．回答者の属性 

●性別は、男性４３．５％、女性５５．２％と女性の割合が高くなっています。 

●年代別では、５０歳代、４０歳代の占める割合が比較的高くなっています。 

●居住地域は、おかよし地域が３９．０％、きたよし地域が１２．７％、なかよし地域が３５．８％、

みなよし地域が１１．９％となっています。 

●居住年数は、２０年以上である人が６２．５％と６割以上を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※小数点以下第２位を四捨五入しているため、集計値の合計は必ずしも１００とならない場合があり

ます（以下、同）。 

 

男

43.5%

女

55.2%

その他、わからない、

答えたくない

0.6%

無回答

0.6%

＜性別＞

N=1,121
回答者数：1,121 

 

18～29歳

10.9%

30～39歳

12.3%

40～49歳

15.6%

50～59歳

21.2%

60～64歳

7.5%

65～69歳

9.2%

70～74歳

8.9%

75歳以上

13.6%

無回答

0.7%

＜年代＞

N=1,121
回答者数：1,121 

 

おかよし

39.0%

きたよし

12.7%

なかよし

35.8%

みなよし

11.9%

無回答

0.7%

＜居住地域＞

N=1,121

1年未満

2.6%
1年以上

3年未満

4.6%
3年以上

5年未満

3.8%

5年以上

10年未満

6.5%

10年以上20

年未満

19.4%20年以上

62.5%

無回答

0.4%

＜居住年数＞

N=1,121
回答者数：1,121 

 

回答者数：1,121 
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３．調査結果 

（１）みよし市の住みよさ 

①みよし市の住みやすさ 

質問 あなたはみよし市が住みやすい市だと思いますか。（1つに○） 

 

●みよし市が「大変住みやすい」と答えた人は、全体で２０．３％を占めています。「どちらかとい

えば住みやすい」と答えた６６．１％を合わせると、８６．４％がみよし市は住みやすい市である

としています。 

●一方、「大変住みにくい」は１．２％で、「どちらかといえば住みにくい」と答えた１１．２％と合

わせても、みよし市を住みにくい市であると感じている人は１２．４％にとどまっています。 

●居住地別でみると、おかよし地域において、「大変住みやすい」と答えた人の割合が２２．０％と

最も高くなっています。 

●年代別でみると、１８～２９歳において、「大変住みやすい」と答えた人の割合が最も高く、２９．５％

となっています。 

●居住年数別でみると、居住年数１～５年未満において、「大変住みやすい」と答えた人の割合が

２５．８％と最も高くなっています。 

 

 

【前回の結果との比較】 

●前回（平成２８年度）と比べ、「大変住みやすい」と「どちらかといえば住みやすい」を合わせた

回答の割合が０．６ポイントと若干高くなっています。 
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＜みよし市の住みやすさ＞ 

20.3%

22.0%

19.7%

20.2%

17.3%

19.9%

20.7%

42.9%

29.5%

19.6%

20.0%

18.5%

13.1%

14.6%

17.0%

28.1%

21.3%

19.0%

20.9%

20.0%

25.8%

15.8%

21.4%

66.1%

67.5%

68.3%

64.3%

66.2%

67.6%

66.1%

14.3%

54.1%

61.6%

65.7%

71.0%

76.2%

71.8%

73.0%

60.1%

65.3%

69.1%

67.8%

65.9%

59.7%

67.7%

67.0%

11.2%

9.2%

9.9%

12.7%

14.3%

10.7%

11.3%

28.6%

12.3%

16.7%

13.1%

9.7%

9.5%

11.7%

7.0%

8.5%

11.9%

10.0%

8.7%

12.7%

12.1%

13.7%

9.8%

14.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

おかよし地域

きたよし地域

なかよし地域

みなよし地域

男

女

その他、わからない、答えたくない

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳以上

子ども有

子ども無

65歳以上有

65歳以上無

1～5年未満

5～20年未満

20年以上

全
体

居
住

地
性

別
年

代

子
ど

も
の

有
無

高
齢

者
の

有
無

居
住

年
数

大変住みやすい どちらかといえば住みやすい どちらかといえば住みにくい

大変住みにくい 無回答 N

1,121

437

142

401

133

488

7

138

619

175

238

84

103

100

153

671

369

435

291

124

701

122

656

 

■前回の結果との比較 

19.3%

20.3%

66.5%

66.1%

12.4%

11.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成28年度

令和4年度

大変住みやすい どちらかといえば住みやすい どちらともいえない
どちらかといえば住みにくい 大変住みにくい 無回答 N

1,186

1,121

回答者数 

 

回答者数 
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②住みやすいと思う理由、住みにくいと思う理由 

質問 「大変住みやすい」または「どちらかといえば住みやすい」とお答えになった方にお伺いし

ます。住みやすい
・ ・ ・ ・ ・

と思う理由を選び、３つまで番号に○をつけてください。 

質問 「どちらかといえば住みにくい」または「大変住みにくい」とお答えになった方にお伺いし

ます。住みにくい
・ ・ ・ ・ ・

と思う理由を選び、３つまで番号に○をつけてください。 

 

●住みやすいと思う理由としては、「自然環境が良い」（４２．０％）の割合が最も高く、次いで「住

環境が良い」（３７．４％）となっています。 

●住みにくいと思う理由としては、「電車やバスなど交通の便が悪い」（７１．９％）の割合が最も高

く、次いで「買い物や外食が不便」（４８．２％）となっています。 

 

【前回の結果との比較】 

●前回同様、「自然環境」や「住環境」が評価されている一方で、「電車やバスなど交通の便」、「買い

物や外食の利便性」が評価されていない結果となっています。 

 

 

     ＜住みやすいと思う理由＞            ＜住みにくいと思う理由＞ 

2.9%

12.2%

15.1%

8.6%

15.1%

48.2%

13.7%

6.5%

9.4%

10.8%

71.9%

9.4%

7.2%

7.9%

9.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

1.自然環境

2.住環境

13.まちへの愛着

10.安全面

6.道路や公園

5.買い物や外食の利便性

3.医療・福祉サービス

4.子育て環境

12.働く場所

11.地域での人間関係

7.電車やバスなど交通の便

14.近くに親戚や友達

8.体育館や図書館などの施設

9.学びやすい施設

15.その他

42.0%

37.4%

32.8%

26.5%

23.1%

21.6%

12.0%

10.4%

10.1%

9.7%

9.0%

8.4%

7.4%

1.2%

1.7%

0.0%20.0%40.0%60.0%80.0%

1.自然環境

2.住環境

13.まちへの愛着

10.安全面

6.道路や公園

5.買い物や外食の利便性

3.医療・福祉サービス

4.子育て環境

12.働く場所

11.地域での人間関係

7.電車やバスなど交通の便

14.近くに親戚や友達

8.体育館や図書館などの施設

9.学びやすい施設

15.その他

 
（回答者数：969）                                  （回答者数：139） 

自然環境 

住環境 

まちへの愛着 

安全面 

道路や公園 

買い物や外食の利便性 

医療・福祉サービス 

子育て環境 

働く場所 

地域での人間関係 

電車やバスなど交通の便 

近くに親戚や友達 

体育館や図書館などの施設 

学びやすい施設 

その他 
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＜住みやすいと思う理由（上位 5回答）＞     ＜住みにくいと思う理由（上位 5回答）＞ 

 

■全体 

① 自然環境が良い 42.0% ① 電車やバスなど交通の便が悪い 71.9%

② 住環境が良い 37.4% ② 買い物や外食が不便 48.2%

③ 住みなれていて愛着がある 32.8% ③ 道路や公園が整っていない 15.1%

④ まちが安全・安心である 26.5% ③ 愛着がない 15.1%

⑤ 道路や公園が整っている 23.1% ⑤ 医療・福祉サービスが充実していない 13.7%

全体（上位5回答）　　（回答者数：969） 全体（上位5回答）　　（回答者数：139）

 

 

■居住地別 

① 住環境が良い 48.3% ① 買い物や外食が不便 72.1%

② 自然環境が良い 47.3% ② 電車やバスなど交通の便が悪い 51.2%

③ 道路や公園が整っている 36.3% ③ 愛着がない 16.3%

④ まちが安全・安心である 28.6% ④ 医療・福祉サービスが充実していない 14.0%

⑤ 住みなれていて愛着がある 23.3% ⑤ 道路や公園が整っていない 11.6%

⑤ 体育館や図書館などの施設が充実していない 11.6%

① 自然環境が良い 44.8% ① 電車やバスなど交通の便が悪い 66.7%

② 住みなれていて愛着がある 32.8% ② 買い物や外食が不便 40.0%

③ 買い物や外食が便利 32.0% ③ その他 26.7%

④ 住環境が良い 30.4% ④ 住環境が良くない 20.0%

⑤ まちが安全・安心である 24.0% ④ 道路や公園が整っていない 20.0%

① 住みなれていて愛着がある 41.6% ① 電車やバスなど交通の便が悪い 81.0%

② 自然環境が良い 35.4% ② 買い物や外食が不便 32.8%

② 買い物や外食が便利 35.4% ③ 医療・福祉サービスが充実していない 19.0%

④ 住環境が良い 32.4% ④ 住環境が良くない 13.8%

⑤ まちが安全・安心である 24.8% ④ 親戚や友人があまり住んでいない 13.8%

① 自然環境が良い 41.4% ① 電車やバスなど交通の便が悪い 90.9%

② 住みなれていて愛着がある 39.6% ② 買い物や外食が不便 50.0%

③ まちが安全・安心である 27.9% ③ 道路や公園が整っていない 27.3%

④ 住環境が良い 22.5% ④ 地域での人間関係が良くない 22.7%

⑤ 働く場所がある 18.9% ⑤ 学びやすい施設がそろっていない 18.2%

⑤ 愛着がない 18.2%

おかよし地域（上位5回答）　　（回答者数：391）

きたよし地域（上位5回答）　　（回答者数：125）

なかよし地域（上位5回答）　　（回答者数：339）

みなよし地域（上位5回答）　　（回答者数：111） みなよし地域（上位5回答）　　（回答者数：22）

おかよし地域（上位5回答）　　（回答者数：43）

きたよし地域（上位5回答）　　（回答者数：15）

なかよし地域（上位5回答）　　（回答者数：58）

 

 

 

 

 

●おかよし地域では「道路・公園の整備」が評価されている一方、きたよし地域、みなよし地域では

評価が低くなっています。 

●「交通の便」や「買い物や外食の利便性」については、全ての地域で総じて評価が低くなっていま

す。「買い物や外食の利便性」は、おかよし地域とみなよし地域で特に評価が低くなっています。 

●みなよし地域においてのみ、「働く場所がある」が住みやすいと思う理由の上位５回答に含まれて

います。 
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②満足度と重要度 

質問 みよし市が実施する取組について、あなたが現状でどれくらい満足しているか、また、あな

たが今後どれくらい重要と考えているか、をお聞きします。 

   総合計画に定める次の施策及び取組分野について、「現状の満足度」、「今後の重要度」の回

答欄からあなたの考えに最も近いものをそれぞれ一つずつ選んで○をつけてください。 

 

【施策の満足度と重要度】 

●満足度については、「満足」と「どちらかというと満足」を合わせた回答は、「施策１１ 緑を守り

育て、まちを美しくしよう」で最も高く、次いで、「施策１ 安心して子どもを産み、育てられる

環境にしよう」、「施策１２ 環境にやさしいまちにしよう」の順となっています。 

●一方、「不満」と「どちらかというと不満」を合わせた回答は、「施策９ まちのにぎわいや魅力を

生み出そう」で最も高くなっています。 

●重要度については、「重要」と「どちらかというと重要」を合わせた回答は、「施策７ 交通事故や

犯罪にないまちをつくろう」で最も高く、次いで、「施策６ 地域で支え合い、災害に強いまちを

つくろう」、「施策５ 生涯にわたって健康に暮らせるようにしよう」の順となっています。 

●一方、「重要ではない」と「どちらかというと不満」を合わせた回答は、「施策１６ 市民が参画し、

ともに支え合う協働のまちづくり」で最も高くなっています。 

●重要度について、「わからない」と回答した人の割合も「施策１６ 市民が参画し、ともに支え合

う協働のまちづくり」が最も高くなっています。 
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＜施策の満足度＞ 

 

7.4%

7.0%

4.4%

5.2%

6.2%

8.4%

7.9%

6.8%

4.0%

5.0%

12.0%

8.0%

5.6%

5.3%

4.4%

3.5%

5.4%

4.5%

32.1%

25.4%

22.1%

23.5%

23.3%

24.1%

21.9%

22.1%

14.5%

17.9%

32.5%

25.8%

23.1%

22.0%

19.7%

14.9%

16.8%

18.4%

57.1%

63.3%

66.6%

64.4%

63.5%

60.7%

56.6%

65.6%

58.6%

67.6%

48.7%

61.5%

61.5%

51.3%

69.4%

74.1%

68.5%

67.9%

2.8%

3.1%

5.9%

5.8%

6.2%

6.0%

9.8%

4.3%

17.3%

7.4%

5.2%

2.9%

7.0%

14.1%

5.3%

6.5%

7.3%

6.9%

3.8%

5.8%

2.1%

2.8%

7.3%

1.9%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

施策1 安心して子どもを産み、育てられる環境にし

よう

施策2 心豊かな子どもを育てよう

施策3 文化に親しみ、交流が盛んなまちにしよう

施策4 豊かに暮らせるようにみんなで助け合おう

施策5 生涯にわたって健康に暮らせるようにしよう

施策6 地域で支え合い、災害に強いまちをつくろう

施策7 交通事故や犯罪にないまちをつくろう

施策8 工業のさらなる成長を支えよう

施策9 まちのにぎわいや魅力を生み出そう

施策10 地域の農業と多面的機能を持つ農地を守

り、次代につなげよう

施策11 緑を守り育て、まちを美しくしよう

施策12 環境にやさしいまちにしよう

施策13 生活の基盤が整ったまちをつくろう

施策14 便利で快適な住環境をつくろう

施策15 多様な世代の定住・移住を促進しよう

施策16 市民が参画し、ともに支え合う協働のまち

づくり

施策17 透明性の高い開かれた市政

施策18 効率的・効果的で安定した行財政運営

満足 どちらかというと満足 普通 どちらかというと不満 不満
N

811

768

769

825

795

802

798

1,043

782

775

801

800

800

779

793

1,059

778

773

 

 

※施策８、施策１６は、施策に紐づけられる取組分野が一つであるため、それぞれの取組分野の満足

度・重要度の結果を示しています。 

回答者数 
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＜施策の重要度＞ 

57.3%

49.6%

18.2%

38.8%

47.5%

54.7%

60.0%

27.1%

27.3%

26.1%

34.1%

35.7%

31.6%

41.3%

25.0%

15.9%

35.2%

34.3%

32.5%

37.9%

55.8%

48.7%

43.2%

38.0%

34.1%

46.4%

52.7%

49.9%

52.2%

49.0%

53.5%

48.6%

52.2%

49.3%

44.8%

46.6%

3.5%

5.5%

15.4%

6.0%

4.9%

4.2%

3.1%

12.5%

11.6%

12.5%

8.5%

8.9%

6.5%

5.5%

15.8%

17.4%

9.5%

8.2%

2.8%

2.1%

2.1%

2.5%

2.3%

5.9%

6.1%

7.8%

5.7%

4.2%

2.8%

2.6%

11.9%

6.4%

9.0%

3.7%

5.4%

8.0%

4.2%

5.9%

15.2%

9.5%

10.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

施策1 安心して子どもを産み、育てられる環境にし

よう

施策2 心豊かな子どもを育てよう

施策3 文化に親しみ、交流が盛んなまちにしよう

施策4 豊かに暮らせるようにみんなで助け合おう

施策5 生涯にわたって健康に暮らせるようにしよう

施策6 地域で支え合い、災害に強いまちをつくろう

施策7 交通事故や犯罪にないまちをつくろう

施策8 工業のさらなる成長を支えよう

施策9 まちのにぎわいや魅力を生み出そう

施策10 地域の農業と多面的機能を持つ農地を守

り、次代につなげよう

施策11 緑を守り育て、まちを美しくしよう

施策12 環境にやさしいまちにしよう

施策13 生活の基盤が整ったまちをつくろう

施策14 便利で快適な住環境をつくろう

施策15 多様な世代の定住・移住を促進しよう

施策16 市民が参画し、ともに支え合う協働のまち

づくり

施策17 透明性の高い開かれた市政

施策18 効率的・効果的で安定した行財政運営

重要 どちらかというと重要

どちらかというと重要ではない 重要ではない

わからない

N

793

760

753

789

770

760

762

1,007

752

759

766

774

775

757

768

1,007

755

757

 

※施策８、施策１６は、施策に紐づけられる取組分野が一つであるため、それぞれの取組分野の満足

度・重要度の結果を示しています。 

 

回答者数 
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【取組分野の満足度と重要度】 

●取組分野の満足度割合が高いのは「消防」、「子育て支援」、「下水道」などとなっています。 

●重要度割合が高いのは、「防犯」、「交通安全」、「地域医療」、「防災・減災」など、安全・安心に暮

らせるまちづくりに関連するものが上位に位置しています。 

●取組分野の満足度割合が低いのは「観光・魅力発信」、「公共交通」、「商業」などとなっています。 

●取組分野の重要度割合が低いのは「観光・魅力発信」、「広域交流」、「文化・芸術」などとなってい

ます。 

４８取組分野の満足度、重要度については次頁に一覧化しています。 

 

 

＜取組分野の満足度割合（上位 5回答）＞ 

取組分野 満足度割合※1 重要度割合※2

(20)消防 86.9% 94.0%
(1)子育て支援 86.9% 94.4%
(35)下水道 86.6% 91.1%
(29)緑のまちづくり 84.3% 88.9%
(23)工業 84.1% 83.4%  
 

＜取組分野の重要度割合（上位 5回答）＞ 

取組分野 満足度割合※1 重要度割合※2

(22)防犯 65.9% 96.9%
(21)交通安全 68.8% 96.7%
(15)地域医療 68.9% 96.0%
(19)防災・減災 77.0% 95.9%
(4)小中学校教育 83.3% 94.8%

 
 

＜取組分野の満足度割合（下位 5回答）＞ 

取組分野 満足度割合※1 重要度割合※2

(33)土地利用 50.8% 86.0%
(26)地域活力 41.3% 82.1%
(24)商業 40.5% 89.1%
(36)公共交通 34.5% 94.4%
(25)観光・魅力発信 26.3% 71.9%  
 

＜取組分野の重要度割合（下位 5回答）＞ 

取組分野 満足度割合※1 重要度割合※2

(10)男女共同参画 66.0% 76.1%
(9)多文化共生 63.4% 74.8%
(7)文化・芸術 69.5% 72.6%
(8)広域交流 74.6% 72.2%
(25)観光・魅力発信 26.3% 71.9%

 
 

※1満足度割合=（満足＋どちらかというと満足）÷（満足＋どちらかというと満足＋どちらかというと不満＋不満） 

※2重要度割合=（重要＋どちらかというと重要）÷（重要＋どちらかというと重要＋どちらかというと重要ではない＋重要ではない） 
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＜取組分野の満足度割合・重要度割合（全体）＞ 

 

取組分野 満足度割合※1 重要度割合※2

(1)子育て支援 86.9% 94.4%
(2)家庭教育 80.7% 90.3%
(3)地域で子育てを支える環境 79.8% 93.1%
(4)小中学校教育 83.3% 94.8%
(5)青少年健全育成 81.1% 90.1%
(6)生涯学習 78.6% 79.9%
(7)文化・芸術 69.5% 72.6%
(8)広域交流 74.6% 72.2%

(9)多文化共生 63.4% 74.8%

(10)男女共同参画 66.0% 76.1%
(11)地域福祉 74.5% 92.7%
(12)高齢者福祉 66.8% 93.6%
(13)介護 67.5% 94.5%
(14)障がい者福祉 69.3% 93.5%
(15)地域医療 68.9% 96.0%
(16)健康づくり 72.8% 88.1%
(17)スポーツ 69.5% 77.1%
(18)生きがい・働きがい 69.1% 90.5%
(19)防災・減災 77.0% 95.9%
(20)消防 86.9% 94.0%
(21)交通安全 68.8% 96.7%
(22)防犯 65.9% 96.9%
(23)工業 84.1% 83.4%
(24)商業 40.5% 89.1%
(25)観光・魅力発信 26.3% 71.9%
(26)地域活力 41.3% 82.1%
(27)農業 66.8% 83.9%
(28)地産地消 70.6% 85.1%
(29)緑のまちづくり 84.3% 88.9%
(30)環境美化 82.8% 92.1%
(31)地球環境の保全 77.1% 89.3%
(32)循環型社会 79.2% 89.0%
(33)土地利用 50.8% 86.0%
(34)河川 63.9% 83.4%
(35)下水道 86.6% 91.1%
(36)公共交通 34.5% 94.4%
(37)道路 59.7% 92.4%
(38)市街地整備 52.8% 86.9%
(39)景観 70.5% 79.5%
(40)住まい 80.0% 87.0%
(41)雇用対策 61.3% 88.3%
(42)市民の参画と協働によるまちづくり 71.2% 76.8%
(43)行政情報の公開 73.4% 86.6%
(44)広報・広聴 81.5% 82.5%
(45)行政組織 67.3% 86.0%
(46)行政改革・行政評価 62.9% 87.3%
(47)広域連携の推進 74.3% 85.9%
(48)財政 76.0% 92.0%

 
 

※1満足度割合=（満足＋どちらかというと満足）÷（満足＋どちらかというと満足＋どちらかというと不満＋不満） 

※2重要度割合=（重要＋どちらかというと重要）÷（重要＋どちらかというと重要＋どちらかというと重要ではない＋重要ではない
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＜取組分野の満足度（全体）＞ 

9.2%

5.2%

5.1%

7.0%

4.5%

6.3%

5.0%

4.0%

3.2%

3.6%

4.6%

5.2%

4.7%

4.9%

6.7%

4.5%

4.5%

4.5%

7.3%

8.8%

6.9%

6.5%

6.3%

3.0%

2.5%

2.6%

4.5%

5.8%

12.0%

10.7%

6.1%

7.6%

3.5%

4.5%

12.5%

5.0%

7.1%

4.4%

7.5%

6.9%

4.1%

3.3%

5.9%

7.7%

4.1%

4.1%

4.8%

5.5%

25.6%

16.9%

21.3%

24.4%

18.5%

17.3%

16.8%

14.6%

13.2%

12.0%

19.4%

16.3%

15.1%

14.2%

23.7%

17.8%

17.0%

18.3%

22.3%

23.0%

21.9%

20.7%

20.6%

13.3%

9.1%

11.9%

15.9%

19.5%

30.7%

31.3%

22.8%

24.3%

13.6%

13.8%

22.7%

15.4%

21.7%

17.8%

21.8%

22.7%

13.7%

14.1%

17.3%

21.1%

14.8%

13.9%

16.9%

18.2%

51.0%

63.2%

57.5%

52.6%

62.3%

62.6%

61.1%

66.7%

65.5%

68.0%

63.0%

63.3%

65.0%

65.9%

51.4%

64.5%

63.0%

61.9%

57.7%

58.7%

54.4%

54.3%

61.0%

54.6%

51.2%

59.6%

63.6%

58.4%

45.9%

45.9%

58.3%

55.4%

60.0%

65.6%

54.1%

36.8%

47.6%
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5.0%

3.5%

14.7%

5.7%

6.1%

3.3%

8.9%

9.5%

9.4%

9.5%
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6.6%
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（回答者数：1,121） 



13 

＜取組分野の重要度（全体）＞ 
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(25)観光・魅力発信

(26)地域活力

(27)農業

(28)地産地消

(29)緑のまちづくり

(30)環境美化
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(40)住まい

(41)雇用対策
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(43)行政情報の公開

(44)広報・広聴

(45)行政組織

(46)行政改革・行政評価

(47)広域連携の推進

(48)財政
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重要 どちらかというと重要 どちらかというと重要ではない 重要ではない わからない 無回答

 
（回答者数：1,121） 
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②満足度指数と重要度指数 

取組に対する満足度と重要度についての評価を一層明確化するため、以下の算出方法により各取組

分野の「満足度指数」及び「重要度指数」を設定します。満足度指数を X 軸、重要度指数を Y 軸と

するグラフ上に各取組分野の指数を描画します。 

 

【満足度指数・重要度指数の算出方法】 

満足度指数＝満足（％）※１×100＋どちらかというと満足（％）×66.7＋普通（％）×50.0 

＋どちらかというと不満（％）×33.3＋不満×0 

重要度指数＝重要（％）※2×100＋どちらかというと重要（％）×66.7 

＋どちらかというと重要でない（％）×33.3＋重要でない（％）×0 

 

※1満足（％）：「満足」と回答した人の回答率。ただし、「無回答」を除く合計サンプル数を分母と

する。 

※2 重要（％）：「重要」と回答した人の回答率。ただし、「わからない」「無回答」を除く合計サン

プル数を分母とする。 
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【取組分野の満足度指数と重要度指数】 

●回答の集計データをもとに満足度指数及び重要度指数を算出したところ、満足度が低く、重要度の

高い施策（下図のＡのエリア）としては、主に福祉・介護・道路・交通面に関するものが多くなっ

ています。中でも「公共交通の充実」の満足度が最も低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【区分】 

Ａ：最も課題のある施策であり重点的に推進すべき 

Ｂ：継続的に市民の満足度を得られるよう施策を推進すべき 

Ｃ：課題のある施策であり必要性を検証し施策を推進すべき 

Ｄ：一定の成果が得られており、継続の必要性を検証すべき 
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＜取組の満足度指数・重要度指数＞ 

 

満足度指数 順位 重要度指数 順位

(12)高齢者福祉 53.0 31 80.1 11
(13)介護 52.8 33 82.7 7
(14)障がい者福祉 52.9 32 80.1 12
(16)健康づくり 53.6 25 74.4 24
(18)生きがい・働きがい 53.2 29 75.9 20
(22)防犯 53.1 30 86.1 1
(36)公共交通 43.4 48 81.6 8
(37)道路 52.1 39 77.8 14
(41)雇用対策 51.9 41 74.4 23
(1)子育て支援 58.3 4 85.4 3
(2)家庭教育 54.6 15 77.2 18
(3)地域で子育てを支える環境 55.2 12 80.7 10
(4)小中学校教育 56.6 6 84.4 6
(5)青少年健全育成 54.5 16 77.3 16
(11)地域福祉 53.9 21 77.2 17
(15)地域医療 54.1 18 85.7 2
(19)防災・減災 55.7 11 84.8 5
(20)消防 57.6 5 81.5 9
(21)交通安全 53.8 22 85.1 4
(30)環境美化 58.6 3 76.4 19
(31)地球環境の保全 54.9 14 75.4 22
(32)循環型社会 55.9 8 75.8 21
(35)下水道 59.1 2 77.3 15
(48)財政 54.0 20 79.9 13
(7)文化・芸術 53.3 27 62.2 48
(8)広域交流 53.4 26 62.6 47
(9)多文化共生 52.0 40 64.3 44
(10)男女共同参画 52.4 36 65.9 42
(17)スポーツ 53.2 28 65.4 43
(24)商業 47.8 46 73.5 27
(25)観光・魅力発信 44.2 47 62.9 46
(26)地域活力 48.1 45 69.0 39
(27)農業 52.5 35 71.5 33
(33)土地利用 50.1 43 71.4 34
(34)河川 52.2 38 70.3 37
(38)市街地整備 49.8 44 73.0 28
(42)市民の参画と協働によるまちづくり 52.7 34 64.3 45
(45)行政組織 52.2 37 71.9 32
(46)行政改革・行政評価 51.8 42 72.9 29
(6)生涯学習 54.9 13 66.8 41
(23)工業 55.8 10 70.6 36
(28)地産地消 53.8 23 72.6 31
(29)緑のまちづくり 59.2 1 73.6 26
(39)景観 54.4 17 67.1 40
(40)住まい 55.8 9 72.8 30
(43)行政情報の公開 54.1 19 73.8 25
(44)広報・広聴 56.1 7 69.7 38
(47)広域連携の推進 53.6 24 71.2 35

取組分野区分
満足度 重要度

④満足度：中央値以上
　 重要度：中央値未満

　　　　　　　　9施策

③満足度：中央値未満
　 重要度：中央値未満

　　　　　　　　15施策

②満足度：中央値以上
　 重要度：中央値以上

　　　　　　　　15施策

①満足度：中央値未満
　 重要度：中央値以上

　　　　　　　　9施策

 

A 

D 

C 

B 
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②「こんなまちにしたい」という願い 

質問 これからのみよし市を「こんなまちにしたい」というあなたの願いを自由にお書きください。 

 

＜主な回答＞ 

分類 回答 

①子育て・教

育・青少年 

・子どもが遊べる場所がたくさんあるまちになったらいい（30～39歳/おかよし） 

・共働きでも子育てしやすい環境（18～29歳/なかよし） 

・ネウボラが市民全員に知られるまち（60～64歳/なかよし） 

・子育てのしやすさ（医療費、公園環境、制度）が整っていてほしい（18～29 歳/きたよ

し） 

・子育てしている人が孤立しない。保護者だけでなく、みんなで子育てするんだという考

えを持ったまち（40～49歳/なかよし） 

・いじめ対策、不登校者対策の強化（75歳以上/おかよし） 

・ＩＴ、語学に特化した教育の充実（40～49歳/みなよし） 

・子どもが教育を受ける際、色々な選択肢の中から選べるようになるといい（40～49 歳/

なかよし） 

・子どもがのびのびと成長できるまちにしたい（40～49歳/きたよし） 

・子どもたちにとって「ここで育ってよかった」と思えるまちにしたい（40～49歳/なかよし） 

②生涯学習・文

化・芸術・交

流・男女共同

参画 

・生涯学習などで、年齢は関係なく、新しいことを学ぶ楽しさをもっと増やしてほしい（50

～59歳/おかよし） 

・得意なことは教え、苦手なことは教わるギブアンドテイク的な安価の生涯学習システム

（50～59歳/みなよし） 

・年齢・性別・国籍関係なく、文化に触れることができるまち（30～39歳/きたよし） 

・異なる年齢、異なる性別、国の違いがなく交流できるまち（60～64歳/なかよし） 

・自由な表現を楽しみ、みんなで喜びを共感できる（30～39歳/なかよし） 

③福祉・介護・

医療・健康・

生きがい 

・一つの施設で幼児からお年寄りまで一緒に生活できる場所があったらいいです（70～

74歳/なかよし） 

・身体が不自由になっても、不自由なく安心して住めるまち（30～39歳/きたよし） 

・介護される側も介護する側も笑顔で毎日暮らせるサポート体制が構築されたまちにし

たい（40～49歳/なかよし） 

・介護のために退職しなくても良いまちになれば（40～49歳/きたよし） 

・北部の医療の充実に取り組む（40～49歳/おかよし） 

・市民が気軽に利用できるスポーツ施設、健康体操のあるまち（50～59歳/みなよし） 

・高齢者も趣味を持ち、元気に暮せるまちにしたい（70～74歳/きたよし） 

④防災・交通・

防犯 

・大雨のとき境川の氾濫が心配です（木草汚泥が多く流れが悪い）。これからも水害のな

いまちになったらいい（75歳以上/なかよし） 

・成果が出る交通安全教室を行い、事故のないまちに（65～69歳/なかよし） 

・女性が夜道を歩いても不安じゃない、街灯やパトロールが多いまち。災害が起きたと

き、町の人々が何をすれば命が助かるか、行動できるまち、多くの命が助かるまち（18

～29歳/おかよし） 

・一人暮らしの方が孤立しないように声掛けできるまちにしたい（65～69歳/おかよし） 
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分類 回答 

⑤工業・商業・農

業・観光 

・次世代産業の誘致と育成、働く場の確保（50～59歳/おかよし） 

・せっかくならみよしで買い物してみよしに貢献したい（30～39歳/みなよし） 

・魅力的なお店（特に飲食店）が増えると、活気のあるまちになると思う（40～49歳/きたよし） 

・学生が学校の帰りに遊べる商業施設があると良いのではないか（18～29 歳/おかよ

し） 

・農業を大切にするまち。地産地消を推進するまち。地産地消はＣＯ２削減にも役立つ

ので（40～49歳/なかよし） 

・このまちならではの観光の強みを持ち、市民が老若男女問わず誇りに思えるまちにし

たい（60～64歳/おかよし） 

⑥自然環境・地球

環境・緑のまち

づくり 

・建物と自然が共生するまちづくりをお願いしたいです（18～29歳/おかよし） 

・カーボン・ニュートラルの推進・実現（65～69歳/おかよし） 

・みよし池はとてもいい所だと思う。若者や老人を歩いたり、ランニングできたりするの

でこれからも大切に守っていってほしい（40～49歳/なかよし） 

・リサイクル分別によりごみの削減、資源を大切にしたい（65～69歳/おかよし） 

・子どもがたくさん緑にふれあえる。そんなまちでいてほしい（30～39歳/なかよし） 

⑦公共交通・河

川・道路・景

観・住まい 

・免許返納してからの生活が不安です。気軽に使える乗り合いタクシーを検討してほし

い（50～59歳/みなよし） 

・赤池や三好ヶ丘までの駅に簡単に行ける手段がほしい（30～39歳/なかよし） 

・高齢の方、車の運転をしない方でも、気軽に出かけられるようにしたい（60～64歳/お

かよし） 

・境川上流の美化対策（65～69歳/きたよし） 

・安全に登下校できる通学路の整備（65～69歳/みなよし） 

・景観、道路の環境が損なうことのないようなまちにしたい（30～39歳/なかよし） 

・空き家・空き地が管理・整備され、子どもにとって危険な場所の少ないまち（30～39

歳/きたよし） 

⑧市民参画・その

他 

・いつ、どこでも市民は自由に意見を発信できるまち（60～64歳/おかよし） 

・市民で取り組めることが増えるとよい（18～29歳/なかよし） 

・地域で気軽に参加できるイベント企画（50～59歳/きたよし） 

・地域交流を多くしたい（75歳以上/みなよし） 

 


